






<目的>

  PＭD 児は 4～5才で発症し、10 才前後でほとんど歩行不能となり、その後長

期間の車椅子生活を余儀なくされており、しかも病状の進行に伴い脊椎の変形

をきたし、側弯の状態により体重の負荷が一側の殿部に増強され、疼痛を訴え

る。又ベッド臥床時においても同一の体位保持が困難で、体位交換も多く、睡

眠が妨げられている。そこでフローテーションパットを使用することにより骨

隆起部での体重の分散及び圧力の減少をはかり疼痛の緩和、睡眠時間の延長が

得られるのではないかと考え、試みることにした。


